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サメがどうして速く泳げるのか？
その秘密は体表を覆っている
楯鱗（ジュンリン）にあります。
楯鱗の溝構造を模倣した
高速水着などが実用化されていますが，
楯鱗の構造を精緻に測定すると，
楯鱗の構造は単純な溝ではなく，楯鱗の構造は単純な溝ではなく，
複雑な３次元微細構造である
ことが分かりました。
この複雑な微細形状が持つ
機能を解明できれば，
工業製品に応用する
手がかりになります。
本講演では，構造解析と本講演では，構造解析と
流体解析を用いて
楯鱗の機能を解明し，
それをもとに工業製品の
表面構造を設計する
手法についてご紹介します。

目がくりくりっした
愛らしいアザラシは

水族館では一躍人気者に…
一方、漁網から

魚をとられてしまう
漁業者にとっては害獣。

そんな多面性を持つアザラシは、そんな多面性を持つアザラシは、
私たちと同じ哺乳類でありながら
海に適応・進化した生き物です。

では、アザラシとは
どのような生き物でしょうか？

彼らを、観察し、追いかけて、触れて、
解剖してきてわかったことを紹介しながら、

もっと多面的にアザラシを知り、もっと多面的にアザラシを知り、
アザラシを中心とした海中の生態系の流れを

考えてみましょう！
実は、アザラシが

北海道の漁業を支えているかも！？
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